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  質問項目  

      １ 子供は、朝ごはんをしっかり食べて登校している。 

      ２ 子供は、呼ばれたら「はい」と返事ができる。 

      ３ 子供は 「ありがとう」「ごめんなさい」が言える。 

      ４ 子供は ともだちをたくさんつくっている。 

      ５ 子供は 家族と会話をしている。 

      ６ 子供は 読書をしている。 

      ７ 子供は 家で勉強していますか。 

      ８ 子供は立ち止まってあいさつができている。 

      ９ 子供は思いやりや温かい心が育ってきている。 

      10 子供は、授業中ノートをしっかり書いている。 

      11 子供は体力をつけてきている。 

      12 学校・家庭・地域でそれぞれの役割を果たし、一体となって子供を育てている。 

 

 

 A・その通り B・おおむねその通り C・もう少し D・改善・努力  
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２８年度
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１ ご飯をしっかり食べる

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２７年度

２８年度

２９年度

２ 「はい」と返事ができる。

Ａ Ｂ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２７年度

２８年度

２９年度

３ 「ありがとう」「ごめんなさい」といえる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２７年度

２８年度

２９年度

４ 友達がたくさんいる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２７年度

２８年度

２９年度

５ 家族と会話している

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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２７年度
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６ 読書をしている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ



 

 

 

【考察】 

質問１ この３年間でＤほとんど食べないという回答がなくなっている。 

 質問２ ３年間高い水準を保っている。 

 質問３ ３年間でＣもう少しという回答が減ってきている。 

 質問４ 

 「友達をたくさんつくる。」高学年でマイナスの回答が増えている。思春期にさしかかり人間関係に

変化が出ていることがうかがえる。 

 質問５～質問７  「家族との会話」は確保できている。読書活動については、読書月間の強化な

ど日常的な取組をしてきた。「家庭学習」については、少しずつではあるが改善されている。習慣化

を図るため引き続き家庭と協力していきたい。 

 質問８ 

 「立ち止まってのあいさつ」は、ほぼ横這いではあるが、児童の意識では９５％以上できている（登

校中と給食運搬中という場面）となっている。 

 質問９ Ａ、Ｂ段階の回答が９５％に増えている。 

 質問１０ 

 Ａ、Ｂ段階の回答が、９０％を超えている。算数を中心とする教科指導の中で、ノート指導が徹底

してきている。 

 質問１１ 

 体力テストの結果を中心に判断していると考えられるが、数値は過去 3年間で確実に向上している。 

 質問１２ 

 学校・家庭・地域が一体となっていると感じる場面は、登校時のスクールガード、運動会、ゴミ０

運動、資源回収、カラオケ大会、防災訓練等に参加することにより一体感を感じることができると

考える。 
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７ 家庭学習を頑張っている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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８ 立ち止まってあいさつができる

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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９ 思いやりの心が育っている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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１０ ノートをしっかり取っている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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１１ 体力をつけている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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１２ 学校・家庭・地域が連携している

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ


